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２００４年９月５日の夜、紀伊半島南東１１０ｋｍ沖に双子型の強い地震が発し、津波を伴い尾鷲市・鳥羽市

で漁船が転覆するなどの被害があった。発生域が１９４４年東南海地震の震源域に近接しており、関連に議論が分

かれた。気象庁の観測によれば、最初の地震は１９時０７分に発生し、震央３３゜１．７´Ｎ，１３６゜４８．０

´Ｅ，深さ３８ｋｍ，Ｍ６．９であった。本震は５時間後の２３時５７分に東北東３０ｋｍに発生し、震央３３゜

８．６´Ｎ，１３７゜８．５´Ｅ，深さ４４ｋｍ，Ｍ７．４であった。 

&#183;  津波の最大全振幅値は串本と神津島で観測され、前震のもの８０ｃｍ，本震のものは約１４０ｃｍ、

波の周期は８分前後である。津波の継続時間は短く、４－５時間であった。震央距離と波高の関係図から津波まぐ

にちゅーどを判定すると、前震のものｍ＝０．５，本震のものはｍ＝１．５と推定され、地震の規模と比べてやや

大きい。逆伝播図によれば、両津波の波源域は余震域と重なり、水深４０００ｍの南海とらふに沿い、前震のもの

３０ｘ２０ｋｍ，本震ものは東隣りに５５ｘ３５ｋｍと小型に推定される。津波初動が押し波なので、隆起域とみ

なされる。今回の津波は異例な場所に起こされ、今後の地震活動に注目したい。 


